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導入事例

導入後の対応について

医用電子機器の開発・製造・販売事業

プラン ：プレミアムプラン
導入時期 ：2023年9月
車両用途 ：全国の医療機関への訪問に使用（直行直帰含む）
管理車両 ：リース車両

2024年5月制作 ● 記載されている製品名などは各社の商標または登録商標として使用している場合があります。

導入の決め手導入前に抱えていた課題について

今後の期待

負荷軽減・ガバナンス強化・コンプライアンスの徹底につながるため、アルコールチェック状況・運転日誌入力・承認状況・免許証確認状

況を含めた管理者のための画面の作成を早急に作成お願いします。また、運転者の業務負荷軽減のため、走行距離の自動入力やアルコール

チェック忘れのアラートが必須になります。

勤怠管理システムとの連携により、出勤・休暇の状況がシステム上に表示されることを期待します。また、安全運転の観点から、急発進・

急ブレーキなどの運転評価機能が追加されると安全管理につながります。更なる機能追加を期待しております。

当社では、2023年12月の検知器義務化に関する社内徹底にあわせ、

『スリーゼロ』の導入説明も行う事で社内への定着化を図りまし

た。また、普段から安全運転の意識を高めるため講習も定期的に

実施しています。アルコールチェックの代行として外部のコール

センターも活用しているため早朝深夜、休日、直行直帰の対応も

スムーズに実施できています。

必要なサービス機能／アルコールチェック代行サービスは勿論、現

場営業が簡単に使える使い勝手、ランニングコストが一番の決め手

でした。アルコールチェッカーの対応機種が多いことと、スマート

フォンのカメラを使ってOCR機能で読み取れるなど直感的な操作

性はよかったと感じております。加えて運転日報も管理できること

がポイントでした。

また、『スリーゼロ』のセキュリティ対策が、弊社の基準をクリア

したことも選定の要因でした。

『スリーゼロ』導入前は、全事業所のアルコールチェックの管理や
運用は紙を使用しており、また現場に任せておりました。

紙での運用のため、一元的に管理できていない状況であり、また早

朝深夜のリアルタイムでのアルコールチェックの確認ができないと

いう課題も抱えておりました。

会社概要
医用電子機器および関連したシステム・消耗品類の開発・製造・販売・保守
サービス・コンサルテーションを主な事業としています。救急現場、検査、
診断、治療、リハビリ・・・。臨床医療のそれぞれの場面で、最先端の技術と
製品によってサポートするのが日本光電の使命です。

日本光電工業株式会社
https://www.nihonkohden.co.jp/index.html

ガバナンスコンプライアンス 安全運転管理


